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電力の未来へ向けて
財団法人 電力中央研究所 理事長 月t 田 浩

1984年の世界， 日本の経済社会の先行きは， やや明るさが見える。
当面， 石油は量， 価格共に小康状態にあり， 先進諸国の経済も長期の停滞から

抜け出し， 回復の兆しを見せつつある。 しかし， 一方では， 中東をはじめ各地に
戦争テロ行為などの政情不安が頻発し， 一歩間違えば， 世界的な大混乱を招きか
ねない不安がある。 そういう意味では， 正月の目出たさも， 一茶の旬にあるよう
に， 中位いの新春というべきか。

小康状態にあるとは言え， 石油， エ ネルギーの問題は， 長期的にみれば， なお
不安である。無資源国である我が国は資源寡消費の高付加価値経済社会を目指し

て， 特に高度情報化技術など先端技術の開発を積極的に推進すべきである。
我が国では， これまで大いに脱石油の努力を続けてはきたが， まだ石油依存度は高い。 我が国のエ

ネルギ ー 供給の脆弱性を克服するためには， 国際的相互依存関係を基底として， 今後更に， エ ネルギ
一源の多様化と供給源の多角化を進めなければならない。

以上のような世界経済・日本経済の発展方向を考えながら， 電気事業は， エ ネルギ ー 産業の中核と
して， 低位安定的な経済の成長を基調として， しかも， オイ1レジョックや為替相場の急激な変動にも
大きな影響を受けることのない， 頑健な経営体質をつくり上げることに努めなければならない。 そし
てそれと同時に， できるだけ安価に電力を安定供給して， セキュリティと経済性とを両立させなけれ
ばならない。

経済活性化の基盤は主体的な参加と創造の精神に立った技術革新であり， 当面の電気事業にとって
は， 石油代替エ ネルギ ー 技術の開発こそその重要な一翼を担うものである。 この意味で， 電気事業は
原子力発電をはじめ， 新発電技術， 電力輸送の全般にわたって， 技術革新と徹底的なコスト ・ ダウン
に努め， 資源環境の制約を克服して， エ ネルギ ー 利用の最効率化を積極的に推進することが， 社会的
にも強く求められているのである。


